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はじめに 

 
 
 
 
 
 
 
 

千葉県営水道は、昭和９年に創設され、昭和 11 年に千葉市

に 給 水 を 開 始 し て 以 来 、 県 勢 の 発 展 に 合 わ せ 事 業 を 拡 大 し 、 

今日では、県北西部を中心に 11 市、約 306 万人のお客様に 

水道水を供給する全国第３位の大規模水道事業体になりました。 

しかし、昭和 30 年代以降に大量に整備した浄・給水場施設、

送・配水管路等の水道施設の更新時期を迎えるにあたり、適切

な維持管理を行い水道施設の長寿命化を図るとともに、着実な

施設更新・整備を行っていく必要があります。 

このため、千葉県営水道では、平成２８年３月に「千葉県営

水 道 事 業 長 期 施 設 整 備 方 針 」 を 策 定 し 、 ５ 年 間 分 の 具 体 的 な 

取組を「千葉県営水道事業中期経営計画」に反映させて、これ

ま で 、 ち ば 野 菊 の 里 浄 水 場 （ 第 ２ 期 ） の 施 設 整 備 や 、 管 路 の 

更新・耐震化などに取り組んできました。 

一方で、近年では、県内を始め全国各地で地震や台風などの

自 然 災 害 に 伴 い 、 停 電 に よ る 断 水 被 害 や 浸 水 被 害 が 発 生 し て 

いることから、停電対策や浸水対策の強化がより一層求められて

いるところです。 

こ う し た 、 策 定 か ら ５ 年 が 経 過 し た こ と に よ る 社 会 情 勢 の 

変化等を踏まえ、このたび、５年毎に策定する中期経営計画に

合わせて、本方針を改訂することとしました。 

今 後 と も 、 将 来 に わ た っ て 安 全 ・ 安 心 な 水 道 水 を お 客 様 に 

供給し続けるためにも、更新計画の着実な実行と、効果が最大限

得 ら れ る よ う 計 画 的 な 事 業 運 営 に 努 め 、 成 熟 型 社 会 に ふ さ わ 

しい持続可能なライフラインを目指してまいります。  

令和３年３月 

千 葉 県 企 業 局 長 

千葉県水道事業管理者  

ち ば 野 菊 の 里 浄 水 場  

岡本 和貴  
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第１章 方針策定の目的と位置づけ               

 

１  策 定 目 的  

 

 

 

 

※  長 期 施 設 整 備 方 針 は 、 平 成 ２ ８ 年 ３ 月 策 定 、 令 和 ３ 年 ３ 月 改 訂  

 

県 営 水 道 で は 、 今 後 、 昭 和 30 年 代 以 降 に 大 量 に 整 備 し た 水 道 施 設 の 更 新

時 期 を 一 斉 に 迎 え ま す 。 一 方 で 、 人 口 減 少 社 会 の 到 来 等 に よ り 、 将 来 的 な  

給 水 収 益 は 減 少 が 見 込 ま れ る な ど 、 今 後 の 経 営 環 境 は 厳 し く な っ て い く こ と

が 予 想 さ れ ま す 。  

こ の よ う な 中 、 将 来 に わ た っ て 安 全 な 水 道 水 を お 客 様 に 供 給 し 続 け る た め

に は 、 適 切 な 維 持 管 理 に よ り 施 設 の 長 寿 命 化 を 図 る と と も に 、 確 実 か つ 継 続

的 な 施 設 更 新 の 実 施 が 必 須 と な っ て い ま す 。  

こ の た め 、 将 来 の 水 道 施 設 の 再 構 築 を 視 野 に 入 れ 、 重 要 度 、 老 朽 度 及 び  

耐 震 化 の 必 要 性 等 を 考 慮 し た 施 設 更 新 ・ 整 備 を 実 施 す る 必 要 が あ る こ と か ら 、

長 期 施 設 整 備 方 針 を 策 定 す る こ と と し ま し た 。 ま た 策 定 に あ た っ て は 、   

ア セ ッ ト マ ネ ジ メ ン ト (注 1)手 法 を 用 い 、 事 業 の 平 準 化 や 財 政 推 計 に よ る 収 支 の

概 算 を 通 じ 、 適 正 な 計 画 と な る よ う 配 慮 し ま し た 。  

 

■ 長 期 施 設 整 備 方 針 策 定 の 先 に あ る 未 来  

○ 各 施 設 の 重 要 度 や 老 朽 度 を 踏 ま え た 適 切 な 更 新 ・ 整 備 の 実 施  

○ 震 災 や 事 故 発 生 時 等 の 緊 急 時 に お け る 体 制 の 強 化  

○ 適 正 な 資 金 計 画 に 基 づ い た 更 新 ・ 整 備 計 画 の 実 施  

 

 

将 来 的 に 持 続 可 能 な 、 ラ イ フ ラ イ ン の 更 新 ・ 整 備 が 可 能  

 

○ お 客 様 に 対 し て 、 安 心 ・ 安 全 な 水 道 水 を 安 定 的 に 供 給 し 続 け る 礎 を 確 立  

○ 県営 水道 の 限ら れ た資 産（ 職 員・ 施設 ・財 源） を 有効 活用 する こと に より 、

「 安 全 」 「 強 靭 」 「 持 続 」 を 確 保  

 

 

(注 1)ア セ ッ ト マ ネ ジ メ ン ト ： 「 P21 用 語 解 説 」 参 照  

▶将 来 に わ た り 、 安 全 な 水 道 水 を お 客 様 に 供 給 し 続 け る た め 、  

▶確実かつ継続的な施設更新･整備により、水道事業の基盤強化を図るため、 

■長期施設整備方針を策定します。 
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２  長 期 施 設 整 備 方 針 の 位 置 づ け  

 長 期 施 設 整 備 方 針 は 、 県 営 水 道 の 長 期 的 な 施 設 整 備 の 基 本 的 考 え 方 を 示 す

も の で あ り 、 今 後 の 具 体 的 な 施 設 更 新 ・ 整 備 事 業 は 、 県 営 水 道 の 水 道 事 業  

ビ ジ ョ ン で あ る 「 千 葉 県 営 水 道 事 業 中 期 経 営 計 画 (以 降 「 中 期 経 営 計 画 」 と  

い い ま す 。 )」  に 反 映 さ せ て 実 施 し て い く こ と と し ま す 。  

ま た 、 こ の 長 期 施 設 整 備 方 針 は 、 平 成 26 年 4 月 に 総 務 省 か ら の 要 請 を  

受 け て 策 定 し た 、 千 葉 県 公 共 施 設 等 総 合 管 理 計 画 に お け る 、 個 別 施 設 計 画

（ 各 事 業 者 が 作 成 ） に 位 置 づ け る も の と し ま す (図 1 参 照 )。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 １  長 期 施 設 整 備 方 針 と 中 期 経 営 計 画 等 と の 関 係  

 

 

 

 

厚 生 労 働 省 が 平 成 25 年 3 月 に 策 定 し た 「 新 水 道 ビ ジ ョ ン 」 に お い て は 、

50 年 後 か ら 100 年 後 の 水 道 の 理 想 像 を 具 体 的 に 示 し 、 こ れ を 関 係 者 間 で  

共 有 す る こ と と し て い ま す 。 ま た 、 厚 生 労 働 省 が 平 成 21 年 7 月 に 示 し た

「 水 道 事 業 に お け る ア セ ッ ト マ ネ ジ メ ン ト （ 資 産 管 理 ） に 関 す る 手 引 き 」 に

おいて 30～40 年程度の中長期の見通し について検討するこ ととされています 。  

こ れ ら の こ と を 踏 ま え て 、 長 期 施 設 整 備 方 針 の 対 象 期 間 は 、 令 和 3 年 度  

か ら 令 和 32 年 度 ま で の 30 年 間 と し ま し た 。  

ま た 、 平 成 28 年 3 月 に 策 定 し た 長 期 施 設 整 備 方 針 は 、 経 営 状 況 や 需 要 の

動 向 、 事 業 の 進 捗 状 況 等 を 勘 案 し な が ら 、 概 ね 5 年 毎 に 見 直 し を 行 う な ど  

適 切 に 対 応 し て い く こ と と し て お り 、 今 回 の 改 訂 は 、 こ れ ら の 状 況 と 近 年  

頻 発 す る 自 然 災 害 へ の 対 応 を 踏 ま え 見 直 し し た も の で す 。  

(注 1)新 水 道 ビ ジ ョ ン ： 「 P22 用 語 解 説 」 参 照 、 (注 2)千 葉 県 版 水 道 ビ ジ ョ ン 、

(注 3)千葉県営水道事業中期経営計画、(注 4)千葉県公共施設等総合管理計画：

「 P23 用 語 解 説 」 参 照  

 
 ■ 対 象 期 間  ：  30 年 間 （ 令 和 3 年 度 か ら 令 和 32 年 度 ）  
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第２章 県営水道の現状と課題                  

 

１  県 営 水 道 の 概 要  

県 営 水 道 は 昭 和 9 年 に 創 設 さ れ 、 昭 和 11 年 に 給 水 を 開 始 し て 以 来 、 現 在

で は 、 給 水 能 力 126 万 6 千㎥／ 日 、 管 路 延 長 9,179km(令 和 元 年 度 末 現 在 )の

規模を有し、県北西部を中心に 11 市に水道水を供給しています(図 2 参照)。 

11 市 =千 葉 市 、 市 川 市 、 船 橋 市 、 松 戸 市 、 習 志 野 市 、 市 原 市 、 鎌 ｹ谷 市 、

浦 安 市 、 成 田 市 、 白 井 市 、 印 西 市  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ２  県 営 水 道 の 給 水 区 域  

上 水 道 事 業 で は 、 ５ か 所 の 浄 水 場

で 水 を つ く っ て い ま す 。  

こ の ほ か 企 業 団 で つ く っ た 水 も

買 っ て 利 用 し て い ま す 。  
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給 水 人 口 は 令 和 元 年 度 末 で 約 306 万 人 、 令 和 元 年 度 の 年 間 給 水 量 は 3 億

1700 万㎥、 一 日 最 大 給 水 量 は 約 105 万 1 千㎥と な っ て お り 、 過 去 最 高 を  

記 録 し て い ま す (図 3 参 照 )。  

 

 

図 ３  給 水 人 口 及 び 年 間 給 水 量 の 推 移  

  

 

２  県 営 水 道 の 現 状 と 課 題  

県 営 水 道 の 浄 ・ 給 水 場 ( 注 1 )等 は 、 昭 和 30 年 代 以 降 に 建 設 さ れ た も の が 多 く 、

特 に 昭 和 40 年 代 か ら 50 年 代 に か け て 集 中 的 に 建 設 さ れ 、 こ れ ら の 施 設 の  

多くはすでに経過年数が 40 年以上となっています（表１，図 4 参照）。また、

管 路 施 設 に つ い て は 、 総 延 長 9,179km の う ち 、 法 定 耐 用 年 数 の 40 年 を 経 過

す る 管 路 が 、 大 幅 に 増 え て い く 見 通 し で す （ 図 5 参 照 ） 。 こ の こ と か ら 、  

今 後 、 水 道 施 設 が 急 速 に 老 朽 化 し て い く 見 通 し で す 。 こ れ ら の 水 道 施 設 に  

つ い て は 、 適 切 な 維 持 管 理 に よ る 長 寿 命 化 や 計 画 的 な 施 設 の 更 新 ・ 整 備 が  

必 要 で す 。 ま た 、 更 新 後 の 施 設 に は 、 省 エ ネ ル ギ ー 機 器 や 再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー

の 導 入 と い っ た 、 環 境 対 策 の 推 進 も 併 せ て 求 め ら れ て い る と こ ろ で す 。  

併 せ て 、 浄 ・ 給 水 場 等 に つ い て は 、 所 要 の 耐 震 性 を 有 し て い な い も の が  

あ る こ と 、 管 路 に つ い て は 、 耐 震 適 合 率 (注 2)が 低 い 状 況 に あ る こ と か ら 、 水 道

施 設 の 耐 震 化 を 進 め て 行 く 必 要 が あ り ま す 。  

さ ら に 、 近 年 で は 、 県 内 を 始 め 全 国 各 地 で 地 震 や 台 風 な ど の 自 然 災 害 に  

伴 い 、 停 電 に よ る 断 水 被 害 や 浸 水 被 害 が 発 生 し て い る こ と か ら 、 停 電 対 策 や

浸 水 対 策 を 進 め て 行 く 必 要 が あ り ま す 。  

(注 1)給水場：「P21 用語解説」参照、(注 2)耐震適合率：「P23 用語解説」参照 
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表 １  浄 ・ 給 水 場 の 建 設 時 期 の 年 代 別 構 成  

 ※ １  【 S15 通 水 】 平 成 19 年 に 廃 止  
 ※ ２  【 S33 通 水 】 ち ば 野 菊 の 里 浄 水 場 〈 第 2 期 〉 建 設 （ 令 和 ５ 年 度 予 定 ）

に 伴 い 給 水 場 化 す る 予 定  
※ ３  経 過 年 数 が 30 年 を 越 え る 浄 ・ 給 水 場  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ４  浄 水 能 力 及 び 配 水 池 容 量 の 整 備 状 況  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ５  法 定 耐 用 年 数 40 年 を 経 過 し た 管 延 長 の 推 移  

  

時期（年代） 施設名称 
経過 

年数 

～昭和３９年 古ヶ崎浄水場※１ 栗山浄水場※２ 園生給水場※３ 58 年 

昭和４０年～ 
船橋給水場※３ 柏井浄水場(西側)※３ 誉田給水場※３ 

55 年～48 年 
成田給水場※３   

昭和５０年～ 
北総浄水場※３ 北船橋給水場※３ 柏井浄水場(東側)※３ 

45 年～37 年 
沼南給水場※３ 松戸給水場※３  

平成 元年～ 福増浄水場 幕張給水場  27 年～24 年 

平成１０年～ 妙典給水場 
ちば野菊の里浄水場

(第 1 期) 
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今 後 、 施 設 更 新 ・ 整 備 事 業 を 実 施 し て い く た め に は 多 額 の 費 用 を 要 す る  

こ と か ら 、 健 全 経 営 を 維 持 す る と と も に 、 事 業 を 着 実 に 実 施 し て い く た め の  

体 制 や 業 務 手 法 の 確 立 も 課 題 と な っ て い ま す 。  

県 営 水 道 は 、 こ れ ら の 課 題 に 対 し て 、 中 期 経 営 計 画 を 策 定 し 、 計 画 的 な  

事 業 運 営 に 取 り 組 ん で い る と こ ろ で す が 、 将 来 に わ た り ラ イ フ ラ イ ン を 維 持

し て い く た め に は 、 長 期 的 施 設 整 備 の 方 針 を 定 め 、 実 行 可 能 な 施 策 を 展 開  

す る 必 要 が あ る と 考 え 、 解 決 す べ き 課 題 を 以 下 の よ う に 整 理 し ま し た 。  

 

【 県 営 水 道 が 解 決 す べ き 課 題 】  

（ １ ） 老 朽 化 対 策  

 ▶ 水 道 施 設 の 長 寿 命 化  

 ▶ 施 設 更 新 ・ 整 備 の 適 切 な 実 施  

 ▶ 施 設 更 新 ・ 整 備 に お け る 環 境 対 策 の 推 進  

 

（ ２ ） 危 機 管 理 対 策  

 ▶ 水 道 施 設 の 耐 震 化 の 推 進  

 ▶ 震 災 等 非 常 時 対 応 の 充 実  

 ▶ 停 電 ・ 浸 水 対 策 の 推 進  

 ▶ 震 災 等 非 常 時 に 対 す る バ ッ ク ア ッ プ 体 制 の 充 実  

 ▶ 原 水 (注1)の 水 質 リ ス ク 等 へ の 対 応  

  

（ ３ ） 安 全 で お い し い 水 の 安 定 供 給 と 健 全 経 営 の 確 保  

 ▶ 安 全 で お い し い 水 の 安 定 供 給  

 ▶ 健 全 経 営 の 確 保  

 ▶ 更 新 ・ 整 備 事 業 を 確 実 に 実 施 す る た め の 体 制 確 保   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
図 ６  更 新 対 象 の 主 な 施 設  

 
 
(注 1)原 水 ： 「 P21 用 語 解 説 」 参 照  

柏井浄水場 栗 山 浄 水 場  柏 井 浄 水 場  


